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BCG由来の細胞外膜小胞を用いた新規結核ワクチン開発

◼ 結核は三大感染症の一つとして、年間125万の人命を奪っています。小児期の結核
予防にはウシ型結核菌弱毒株BCGを用いたワクチン接種が有効ですが、生ワクチ
ンであるために、免疫不全者では致死的なBCG感染症を引き起こしてしまいます
（成人結核に有効なワクチンは存在しません）。

◼ BCGと同等またはそれ以上の有効性をもち、免疫不全者でも安全に接種可能なワ
クチンの開発が望まれています。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図
◼ 研究の独自性・優位性：我々はBCG由来の細胞外膜小胞（BCG-

MVs）を用いたワクチンが、BCGと同等の有効性を持つことを、こ
れまでに明らかにしてきました。しかし、培養には時間がかかる
BCGから効率よく、大量のMVsを得ることが困難でした。

◼ これまでと全く異なる新たな手法で、大量のBCG-MVsを得る方法
を新たに開発しました。この方法では、従来法の数十倍の収量が見
込め、実用可能性が非常に高いです。

◼ 現在、新たな手法で単離したBCG-MVsの免疫原性、有効性などを
評価しています（特許申請準備中）。

◼ BCG-MVsには自然免疫記憶（trained immunity）を誘導する働き
もあり、結核以外の感染症に有効なimmunoprophylaxis agentとし
ても応用が期待できます。

◼ 主要成果：Yamaguchi et al. Front Immunol., 2025
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◼ 新たな手法でのBCG-MVsを工業スケールで生産可能な企業との
共同研究を希望しています。

◼ 新規MVsの免疫原性、有効性を確認した後に特許出願を予定しています。

◼背景・解決したい課題

【ワクチン】：結核

100 nm

BCG-MVs
（電子顕微鏡像）

既知の感染防御抗原
- Ag85A
- MPT64
- HspX
- GroEL2
- LpqH
などを含んでいます。

マウスを用いた実験で以下を検討しています
• 安全で有効な結核免疫の誘導を評価
（BCGワクチンの代用可能性探索）

• 追加免疫効果を評価
（成人結核予防ワクチンへの応用性）
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